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到達目標

① 適合性評価技術の開発
• 最新無線通信端末のための簡便かつ高速なSAR評価手法の確立

• 最新無線通信端末に対し、較正・不確かさ評価による適合性評価方法の信頼
性向上

• WPTシステム等の中間周波数帯電波利用機器の適合性評価手法の確立

• 研究成果の学会発表等を通じ、国内外の標準規格に反映

② 高精度ばく露評価技術の開発
• 長波帯からTHｚ波帯における数値人体モデル・計算システム等の開発

• 基本的なばく露条件下における人体ばく露量の評価

• 様々な電波利用機器の実利用状況を考慮した人体ばく露量の評価

• 研究成果の学会発表等を通じ、国内外の電波防護ガイドライン等に反映
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無線電力伝送（WPT）シ
ステムの適合性評価方
法の開発
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結合係数を用いた評価方法の開
発

• WPTシステム周辺の電磁界強度分布の

不均一性を考慮した結合係数（１未満）を

磁界強度測定値に乗じることで、許容電

力を緩和することができる。

• 結合係数を適用するための要件および結

合係数の値を決定するために、１００通り

を超える様々な条件で、詳細数値人体モ

デルを用いた大規模数値計算を実施。

• WPTシステムに対する結合係数の適用は

世界的にも初めての試みであり、WPTシ
ステムの簡便かつ効率的な利用促進に

貢献。





SAR測定方法の開発

• WPTシステムの適合性評価におい

て、安全性を確保しつつ、より効率
的な電波利用を実現するためには、
携帯電話同様にSARを直接測定する
方法が望ましい。

• 本研究では、MHz帯のWPTシステム
のSAR測定方法について検討し、
SAR測定による適合性評価が可能で
あることを確認した。

• 特に、人体等価アンテナを用いた全
身平均SARの評価方法は、これまで

にない独創的かつ実用性に優れた
評価手法といえる。
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左：液体ファントム中のSAR測定の様子
右：測定結果と数値計算結果の比較

人体等価アンテナを用いた全身平均SAR測定の様子



WPTシステムの適合性評価手法
に関する研究のまとめ
• 大規模数値シミュレーションおよび実験により、簡便かつ実用性に優れた評価
手法について検討

• 世界で初めて、WPTシステムに対する結合係数を用いた評価手法を開発

• 世界で初めて、磁界誘導による接触電流評価の必要性を明らかにし、評価手
法を開発

• 世界で初めて、WPTシステムに対する適合性評価手法を確立し、情通審答申
に反映し、H28年3月に施行されたWPTシステム（高周波利用設備）の評価に適
用

• 世界的にも先駆けて、WPTシステムを対象としたSAR評価手法についての検討
を実施

• IECにおける国際標準化会議を主導し、研究成果の反映に努力中
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